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Ⅰ　研究の背景と目的

　21世紀に入り国内総人口は減少を始め，本格的な

人口減少社会の到来に直面している．経済の停滞的

な状況のもと，日本各地で固有の資源を活かした自

律的で自立的な社会の創出が求められている．人口

減少に伴い，全国的にみれば，地方創生が喫緊の課

題となっている．とくに地方では限界集落をどのよ

うにしていくかが大きな課題となっている．人口減

少に伴う都市の縮退は，大都市圏においても，例え

ば，空き家や空き地が小さな敷地単位で，時間的 ・

空間的にランダムに発生する「都市のスポンジ化」

として捉えられており（荒木，2018），喫緊の課題と

なっているといえよう．人口減少期の地方創生や過

疎地域の活性化が求められている現代社会において，

日本の各地で進められている第一次産業を核とする

地域振興の成功事例に係る調査を進め，その成立要

因を明らかにすることは，他の地域でも応用ができ

る可能性を追究することとなり，地理学による地域

振興に資するものと考えられる．

　千早赤阪村は，大阪府で唯一の村であり，また過

疎地域に唯一指定されており，高齢化が進んでいる．

同村では，2012年以降，村外からの新規就農者 3名

が同村内の休耕地を借り，通勤によるイチゴ生産を

開始し，それが軌道に乗っている．2017年に，同村

は大阪府へ地域振興策の要請をしている．同村から

要請を受けた大阪府は，上記の新規就農者 3名によ

るイチゴ生産が軌道に乗っていることから，同村や

JA等と連携し，村外からの新規就農者による直売ブ

ランドイチゴ生産地域を創出する「南河内いちごの

楽園プロジェクト」を2019年から実施している（大

阪府南河内農と緑の総合事務所，2017）
１）

．このプロ

ジェクトでは，新規就農者をさらに確保することや

規格を設けて大粒のイチゴに「ちはや姫」の名称を

付け，地域ブランド化を進めることで，同村と隣接

する河南町と合わせて， 5年後にイチゴ生産農家を

20名程度にまで増加させることを計画している．こ

の取組みは第一次産業を核とした地域振興といえよ

う．

　そこで，本稿では，大阪府千早赤阪村を事例とし

て，村外からの通勤による新規就農者を主体とした

直売イチゴ生産地域創出の試みについて把握するこ

とを目的とする．本稿の目的が達成されれば，大都

市圏内の第一次産業を核とした地域振興の事例を把

握することとなり，その知見は実務的にも他の地域

での取組みの参考に資することになると考えられる．

　本調査を進めるにあたり，まず既往の研究から通

勤農業に関するこれまでの知見を整理した．その上
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で，国勢調査や農業センサス等の統計より，千早赤

阪村の人口や農業の特徴を把握した．村外からの新

規就農者によるイチゴ生産の状況について現地調査

するとともに，ヒアリングを行った．また，現在進

められている大阪府や千早赤阪村のイチゴ生産地域

創出の試みについては，その取組みの状況を公表資

料やヒアリングにより把握した．

Ⅱ　通勤農業に関するこれまでの知見

　近年，人口減少に伴う農山漁村の限界集落の観点

から，都市農村関係における関係人口に係る議論が

活発に行われてきている．作野（2019）は，関係人

口に関して 4つの類型を提案している．これは，農

山漁村地域からの視点か都市地域からの視点か，価

値創出重視か生活維持重視か，といった 2つの軸で，

①地域支援志向型，②スローライフ型，③地域貢献

志向型，④非居住地域維持型の 4つに類型されてい

る．この論考では，農山漁村は大都市圏外を前提と

しており，大都市圏内に位置する千早赤阪村は議論

の外側に位置する．また，後述するが本稿の対象と

なる新規就農者は，現状として通勤しており，上記

の①から④のいずれにも該当しないと考えられる．

　従前，農業は世襲を基本とするものであった．ま

た，農家の家屋と農家が耕作する田畑は比較的近接

しており，一般的な会社員が通勤するといった概念

は農業には当てはまりにくいものと考えられる．こ

れまで地理学では，農家が家屋から離れた田畑へ耕

作に向かう場合として「通耕」あるいは「通勤耕作」

や「出耕作」といった現象がとらえられてきた．八

重山諸島では，マラリヤへの罹患を防ぐために農家

は家屋から遠く離れた田畑で耕作が行われてきてお

り，これを「通耕」と呼んだ（浮田，1974，藤井，

2010）．他方，大都市圏では都市化の圧力により，都

市農家は家屋に近い田畑を手放し，そこから得た資

金で家屋から離れた田畑で耕作を行うこととなり，

これを原田（1976）は「通勤耕作」と呼び，星野

（1988）は「出耕作」と呼んだ．これらは，もともと

農家であり，マラリヤへの罹患防止や農地の売却に

より，家屋から離れた代替する農地を取得したこと

に起因する．近年の動向として，農業経済学では，

山本ほか（2019）が，農家の子が親との同居を避け，

離れた場所に居住し，そこから通勤して親とともに

農業に携わる現象をとらえ，「通勤農業」と呼んでい

る．これは，農家の子が親から農地を世襲すること

が前提であり，居住形態として親と子が別居するこ

とにより，子が通勤して農業に携わっているといえ

る．このように地域外の非農家が就農し，通勤して

農業に携わることを取り上げた事例はみられない．

Ⅲ　調査対象地域と農業の状況

　大阪府千早赤阪村は，大阪府の南東部に位置し，

村の90％以上を山地，農地が占め，金剛山や棚田な

どに代表される豊かな自然環境が広がる楠木正成所

縁の地である
２）

．千早赤阪村は，西は富田林市，南西

は河内長野市，北は河南町，東は奈良県御所市，同

五條市と接している（第 1 図）．村内に鉄道駅はな

く，最寄りとなる駅は，村の北西約 5㎞に近鉄長野

線富田林駅，西約 5㎞に近鉄長野線および南海高野

線河内長野駅がある．幹線道路の国道309号が村を通

過している．国勢調査により人口をみると，大阪府

全域では1945年に約280万人であったものが，1975年

には約828万人と急激に増加し，その後も2010年まで

微増し続け，2015年にわずかながら減少に転じた．

千早赤阪村の人口は，1945年の6,470人から1975年に

は5,062人まで減少したが，小吹台ニュータウンがで

きたことで1980年に急激に増加し，1985年に7,697人

のピークをむかえ，その後は再び減少を続け，2015

年には5,378人にまで減っている．大阪府では唯一の

村であり，また大阪府内では唯一千早赤阪村が2014

年 3 月31日付で過疎地域に指定されている．村内に
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は商店はほとんどない．河内長野市と二度合併の話

がもたれたが，まとまるに至っていない．

　ここで，千早赤阪村の農業の状況を農業センサス

によりみておこう．千早赤坂村の農家戸数の推移を

みると，1990年の総農家戸数は422戸であったが，

2015年のそれは293戸まで減少している．大阪府全域

と千早赤坂村の1990年から2015年にかけての総経営

耕地面積の推移は類似している（第 2図）．千早赤坂

村の経営耕地面積の内訳の推移をみると，1990年に

田が97ha，畑が10ha，樹園地が66ha であったのが，

2015年ではそれぞれ41ha，8 ha，20ha と減少してい

る．千早赤阪村は1990年代に入るまで樹園地が比較

的多い地域であったが，樹園地が占める割合は小さ

くなっており，畑の占める割合が大きくなっている．

千早赤阪村の 1位品目別農家戸数の推移をみると，

1990年では販売農家219戸のうち果樹が96戸，稲が57

戸，野菜が30戸であったが，2015年では販売農家90

戸のうち果樹が33戸，稲が28戸，野菜が22戸となっ

ている．このように千早赤坂村は果樹が主要であっ

たのが，2015年に至っては野菜の占める割合も比較

的大きい地域に転換してきている．つぎに，千早赤

阪村のイチゴ生産農家戸数の推移をみたのが第 3図

である．千早赤阪村のイチゴ生産農家戸数は1990年

第 1 図　研究対象地域の概観
注： 図中の「 1」は大阪府千早赤阪村，「 2」は大阪府河南
町，「 3」は大阪府富田林市，「 4」は大阪府河内長野
市，「 5」は奈良県御所市，「 6」は奈良県五條市，「 7」
は大阪府大阪市，「 8」は兵庫県尼崎市，「 9」は大阪
府羽曳野市である．
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第 2 図　大阪府千早赤阪村の経営耕地面積の推移（1990～2015年）
資料：農業センサスより筆者作成．
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において最も多く14戸であり，以降減少し，現在に

至っている．なお，千早赤阪村のイチゴ生産農家戸

数は2010年までは千早赤阪村の農家であり，2015年

は次章で取り上げる村外からの新規就農者であると

推測される．

Ⅳ　新規就農者のイチゴ生産の状況

　2012年以降に千早赤阪村で新規就農した 3名のイ

チゴ生産の取組み状況をみていこう．

　まず，Ａ氏である．Ａ氏は大阪市出身の40代後半

で，異業種の企業の元会社員である．2012年に新規

就農している．新規就農のきっかけは，会社員時代

の勤務先の仕事として，山口県のイチゴ生産農家（大

阪府出身）に手伝いに行ったことである．その山口

県の農家が地元である大阪府内に戻り農業をするた

め農地を探し，千早赤阪村で確保したが，諸事情に

より自身ではできないことになり，Ａ氏が代わりに

農業を始めることになった．この際にＡ氏は会社を

退職している．現在の作付面積は35ａで，イチゴ専

作である（一部で小規模であるが裏作としてトマト

栽培をしている）．

　イチゴの栽培方法は高設栽培である（写真 1）．就

農当初，自ら作ったイチゴ苗で栽培したところ，後

述するＢ氏が山口県の農家が作ったイチゴ苗を用い

て栽培したのと比較して，収量が少なかった．この

結果が悔しくて，本気でイチゴ生産に取組み，量の

確保を重視するようになった．現在は，直売のみで

あるが，今後規模拡大する方向で考えており，イチ

ゴ狩り園を整備する意向である．就農当初より，出

身地である大阪市内より通勤している．現在は子供

が小さいことや，職住が離れている方が良い（職住

が近接すると，イチゴ生産が頭から離れない）と考

えていることから，通勤している．子供の手が離れ

てからは，村に住みたいと思うかもしれないとのこ

とであった．

写真 1 　Ａ氏のイチゴ栽培（高設栽培）の様子
（2019年 5 月，筆者撮影）

写真 2 　Ｃ氏のイチゴ栽培（土耕栽培）の様子
（2019年 5 月，筆者撮影）
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第 3 図　大阪府千早赤阪村のイチゴ生産農家戸数の推移
（1990～2015年）

資料：農業センサスより筆者作成．
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　つぎに，Ｂ氏である．Ｂ氏は兵庫県尼崎市出身の

30代後半で，元会社員である．2013年に新規就農し

ている．新規就農のきっかけは，会社員時代に上記

のＡ氏と同じ会社に勤めており，Ａ氏が上司であっ

た．Ａ氏とともにＢ氏は勤務先の仕事として，山口

県のイチゴ生産農家に手伝いに行っている．Ａ氏が

就農することになった際に，その手伝いを行い，自

らも農地を探し， 1年遅れて就農するに至った．現

在の作付面積は35ａで，イチゴ専作である（一部小

規模であるが裏作としてトマト栽培をしている）．イ

チゴの栽培方法は高設栽培と土耕栽培である．Ｂ氏

はＡ氏と異なり，量より質を重視している．現在は

直売だけであるが，規模拡大する方向で，イチゴ狩

り園を整備する意向がある．就農当初 2年間は農地

の近くの借家に住んでいたが，それ以降は出身地の

兵庫県尼崎市から通勤している．

　つぎに，Ｃ氏である．Ｃ氏は大阪市出身の40代前

半で，最初は会社員であったが，その後，農業生産

法人に勤務した．農業生産法人の勤務中に就農する

ことを考え，2012年に奈良県で新規就農した．その

後，Ｃ氏の配偶者が隣接する河南町出身であったた

め，河南町，千早赤阪村，羽曳野市で農地を探して

いたところ，千早赤阪村で農地を確保でき，2016年

から千早赤阪村で営農を開始した．現在は，河南町

から通勤している．現在の作付面積は13ａで，イチ

ゴ専作である．土耕栽培（写真 2）による無農薬栽

培で，直売はせず，販路は配偶者の勤務先である飲

食店あるいは業者に直接販売している．今後，規模

を拡大する方向であるが，イチゴ狩り園は整備しな

いとのことであった．現在 3名で構成する任意のイ

チゴ生産組合「ちはや姫の里」の会長を務めている．

　以上の 3名へのヒアリング結果を第 1表に示す．

このように，2012年以降に千早赤阪村で農地を確保

し，イチゴ生産を開始した 3名は，経営方針は異な

るものの，既に経営規模を拡大している，あるいは

経営規模の拡大を検討している状況にある． 3名へ

のヒアリングによれば，農地を借りる際に，土地所

有者が前作でナスやキュウリのハウス栽培を行って

第 1 表　大阪府千早赤阪村における新規就農者のイチゴ生産の状況（2019年）

Ａ氏 Ｂ氏 Ｃ氏
年代 40代後半 30代後半 40代前半

就農時期 2012年 2013年 2012年奈良県で就農
2016年から千早赤坂村で営農

前職 会社員 会社員 会社員，農業生産法人
出身地 大阪市 兵庫県尼崎市 大阪市

現在の居住地 大阪市内より通勤 兵庫県尼崎市より通勤
（当初 2年は近くで借家） 河南町より通勤

経緯

勤務先の仕事として，山口県（大
阪府出身）のイチゴ生産農家の手
伝いをしていた．その山口県の農
家が大阪府内で農業するために農
地を探しており，千早赤阪村で農
地を確保したが，諸事情によりで
きず，Ａ農家が農業をすることに
なった．

勤務先の仕事として，山口県（大
阪府出身）のイチゴ生産農家の手
伝い，Ａ氏の元部下であった．Ａ
氏が就農した際に，その手伝いを
行った．自らも農地を探し，1年
遅れて就農した．

配偶者が河南町出身で，同町，千
早赤阪村，羽曳野市で農地を探し，
千早赤阪村で農地を確保した．
（現在， 3 名で構成する任意組合
「ちはや姫の里」の会長）

作付の概要
35ａ，イチゴ専作
高設栽培
（裏作として一部面積でトマト）

35ａ，イチゴ専作
高設栽培と土耕栽培
（裏作として一部面積でトマト）

13ａ，イチゴ専作
土耕栽培

経営方針 量の確保を重視，直売
規模拡大する方向

量より質を重視，直売
規模拡大する方向

無農薬栽培，直売はせず，販路は
配偶者の勤務先，業者の買い付け
規模拡大する方向

今後の展開 イチゴ狩り園を整備する意向 イチゴ狩り園を整備する意向 イチゴ狩り園は整備しない
資料：2019年 5 月27日に実施した現地調査をもとに筆者作成．
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いた場合，更地で借りるのではなく，パイプハウス

のフレーム付で借りることができたという．この点

は，施設整備に係るイニシャルコストの低減につな

がり，新規就農へのハードル低下に結びついたと考

えられる．

Ⅴ　大阪府と千早赤阪村の新規就農者拡大の取組み

　2017年に千早赤阪村は第一次産業による地域振興

策の実施を大阪府に要請した．大阪府では環境農林

水産部の企画部門において検討の後，大阪府は同村

および河南町，JA大阪南と連携し，3名のイチゴ生

産の取組状況をふまえ，通勤農業を前提とした「南

河内いちごの楽園プロジェクト」を2018年度から開

始した．このプロジェクトでは，20名の新規就農者

が誕生することを目標に設定し，①新規就農者のた

めの「いちごアカデミー」による座学と実習による

知識や技能の習得機会の提供，②就農するための農

地探しの支援，③ネーミングによるイチゴの地域ブ

ランド化や販売促進プロモーションなどを実施して

きている．

　「いちごアカデミー」においては，座学のみならず

受講生が技能を習得するため，月に 2～ 4回程度の

現地実習が前章に記した 3名（Ａ～Ｃ氏）の圃場で

行われ，マンツーマンで栽培管理作業の指導を受け

る．2018年度に「いちごアカデミー」を受講した一

期生から， 4組（ 5名）の新規就農者が2019年度に

誕生する予定となっている．また，3名（Ａ～Ｃ氏）

のイチゴ生産者が生産する厳選されたイチゴのブラ

ンド化に向けたイチゴの「ネーミング」および「ロ

ゴデザイン」を大阪府が公募した結果，44件の応募

があった．2018年 1 月11日の審査会で「南河内いち

ごの楽園プロジェクト」におけるイチゴのブランド

ネーミングおよびロゴデザインが決定された（第 4

図）．ネーミングは，「ちはや姫」で，南河内出身の

武将である楠木正成の息女といわれている千早姫が

モデルとされる．なお，「ちはや姫」の基準は40グラ

ム以上の「大粒」と「完熟」である．この「ちはや

姫」のブランドネーミングおよびロゴデザインはた

だちに農産物共同直売所の案内図とともにチラシと

して作成され販売促進につなげられている．

Ⅵ　まとめ

　本稿において明らかになった点は以下のとおりで

ある．大阪府千早赤阪村において村外からの通勤に

よる非農家の新規就農者 3名が2012年以降イチゴ生

産を開始し，直売を主体とした営農がなされてきて

いる．2017年に千早赤阪村は第一次産業による地域

振興策の実施を大阪府に依頼し，大阪府は環境農林

水産部の企画部門において検討の後，同村および河

南町，JA大阪南と連携し，通勤農業を前提とした新

規就農者を拡大させる「南河内いちごの楽園プロジェ

クト」を2018年から開始した．このプロジェクトで

は，新規就農者のための「いちごアカデミー」によ

る座学と実習による知識や技能の習得機会の提供や

就農するための農地探しの支援，「ちはや姫」のネー

ミングによるイチゴの地域ブランド化，販売促進プ

ロモーションなどを実施してきている．栽培品種は

静岡県の育成品種である「紅ほっぺ」であるものの，

千早赤阪村における地域空間の歴史性をイメージさ

せる「ちはや姫」のネーミングによるブランド化手

法がとられている．

　これらの取組みにより，2018年度の「いちごアカ

第 4 図　大阪府によるイチゴのブランドネーミング
およびロゴデザイン

資料：大阪府公表資料を引用．
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デミー」を受講した一期生から， 4組（ 5名）の新

規就農者が2019年度に誕生する予定となっている．

千早赤阪村では大阪市在住のＡ氏や兵庫県尼崎市在

住のＢ氏が通勤によるイチゴ生産を実践してきてお

り，定住を前提とせずにも新規就農が可能であるこ

とが示されている．また，当該地周辺には村内に「道

の駅ちはやあかさか」が，隣接する河南町に「道の

駅かなん」があり，近隣に 2箇所の農産物共同直売

所が立地するとともに，比較的近い羽曳野市にも大

型の農産物共同直売所（「道の駅しらとりの郷　あす

かてくるで羽曳野店」）があることから，新規就農者

自らが直売所を設けなくても販路は確保されており，

「南河内いちごの楽園プロジェクト」の目標で設定し

ている新規就農者数である20名になっても，供給過

剰にはならないと考えられる．「南河内いちごの楽園

プロジェクト」に課題があるとすれば，新規就農者

数に対応した農地が適宜確保できるかだと考えられ

る．

　今後，「南河内いちごの楽園プロジェクト」の推移

と成果を注視していく必要がある．また，新規就農

やイチゴ生産，地域農産物のブランド化の視点から

地理学的知見を見出すことが今後の課題である．
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　注

1 ） 「千早赤阪村農の活性化プロジェクト」は，「南河内い
ちごの楽園プロジェクト」「企業の農業参入誘致プロジェ
クト」「棚田での府民活動促進プロジェクト」の 3 プロ
ジェクトからなる（大阪府南河内農と緑の総合事務所，
2017）．
2） 本稿の調査対象地域である千早赤阪村の地理学研究は
みられない．筆者が知る限り，大阪市立大学文学部地理
学教室千早研究グループ（1978）による同村が高野豆腐
の生産地域であったことに着目した山村の存立形態に係
る報告書がみられるのみである．
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